
4H
EHI

SETTING
2V

1H
PHI

=SET OK=
2V

1H
PHI

=SET OK=
4V

2H
PHI

=SET OK=
4V

1H
FHI

=SET OK=
2V

1H
EHI

=SET OK=
2V

1H
SHI

=SET OK=
2V

1H
HHI

=SET OK=
2V

4H
EHI

=SET OK=
2V

使用方法（１）

乾電池ホルダに刻印されている＋－に合わせて単３アルカリ乾電池
５本を挿入し、乾電池ホルダと本機側の端子の位置を合わせ乾電池
ホルダを本機に装着します。

防塵防水性能を維持するため、乾電池ホルダの固定ネジをコイン等
でしっかり締め付けてください。

【乾電池ホルダの装着方法】
①  乾電池ホルダの取り外し方
　  電源ボタンがＯＦＦになっていることを
　  確認して乾電池ホルダの固定ネジをコイン等
　  で緩め、乾電池ホルダを外します。
②  専用リチウムイオン充電池の装着方法
　  専用リチウムイオン充電池を装着し、固定ネジ
　  をコイン等で締め付けます。
③  専用リチウムイオン充電池の充電方法
　  充電器をＡＣ１００Ｖのコンセントに接続し
　  充電パイロットが緑色に点灯することを確認
　  します。

■各種電源の接続方法
【専用リチウムイオン充電池の接続・充電方法】

専用リチウムイオン充電池の接続ジャックカバーを外し、充電器
のＤＣジャックプラグを差し込んで充電してください。
充電中は充電パイロットランプが赤色に点灯し、充電が完了した
ら緑色に変わります。

使用方法（２）

使用方法（５）使用方法（４）使用方法（３）

① 電源ボタンを押して電源を入れます。
　 モータードライブによる整準中である
　 場合、液晶表示は【SETTING】と点滅
　 して表示します。
　 終了すると【=SET OK=】と表示し、
　 使用可能となります。

■起動・停止方法
【起動方法】

【停止方法】

受光器【Ｐ】→フラッシュ【Ｆ】→高輝度【Ｈ】→超高輝度【Ｓ】
→省エネ【Ｅ】の順にモードを切替えることができます。
選択中のモードは【Ｐ】、【Ｆ】、【Ｈ】、【Ｓ】、【Ｅ】と
それぞれ液晶画面に表示されます。

ボタンを押すごとにライン光が切替ります。 ボタンを押すごとにライン光が切替ります。
点灯しているライン光を数字で表示します。

上図は水平ライン光１本、
垂直ライン光４本照射

上図は水平ライン光２本、
垂直ライン光４本照射

尚、整準中は選択しているライン光切替モードでレーザーを点滅
照射させて遠方からでも整準中であることを確認できます（地墨
点も点滅します）。

② 操作パネルより必要なライン光を照射させてください。
　 （詳細は使用方法（３）、（４）を参照）
③ 本機を回転させて必要な方向にライン光を照射させてください。
　 (回転微調整ツマミを使用すると床墨、たて墨合わせが簡単です)

※ ガラス窓にレーザー光が反射して本来のレーザー光以外に違う
　 レーザー光(乱反射等)が照射される時がありますが、異常では
 　ありません。

電源ボタンを押して電源を切ります。
液晶表示が消灯します。

接続ジャックカバー

固定ネジ

　注
赤色の点滅又は赤・緑の点滅を繰り返す
場合はコンセントとの接続や、ＤＣジャック
プラグに異常がないか確認してください。

注
充電池充電時間：フル充電　約３時間
環境条件、電池使用状態によります。
本機から取り外して、充電器で直接充電することを推奨します。

注
乾電池の＋、－を間違って装てんすると故障の原因になります
のでご注意ください。

■照射中のライン光と液晶表示

ご使用前に必ずお読みください
このたびはアックスブレーン電子整準墨出し器をお買い上げいただき、
誠にありがとうございます。 
●この取扱説明書を必ずお読みになり、実際に本製品を操作しながらご確認
　下さい。また本書を大切に保管して下さい。
●ご使用の前に本機ならびにすべての付属品がそろっているかご確認下さい。
●取扱説明書の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ
　ご了承下さい。
●取扱説明書の図は説明を分かりやすくするために、実際とは多少異なる
場合があります。
●製品の外観及び仕様を改善の為予告なく変更する場合があります。 

ご使用前に必ずお読みください

取扱説明書（使用方法編）

超高輝度　電子整準式
　グリーンレーザー墨出し器

ＤＣジャックプラグ

充電パイロットランプ
電源ボタン

■ライン光切替モード
【横Ｈ】ボタン（押すごとに） 【縦Ⅴ】ボタン（押すごとに）

■ライン光照度切替
【モード切替】ボタン（押すごとに）

ＬＶＥ-８ＳＦ
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使用方法（８） 使用方法（９）

使用方法（７）

使用方法（１１） 使用方法（１２） 使用方法（１３）

電池残量を液晶パネル内に４段階で表示します。
残量を確認して充電してください。

電源ＯＮ状態で【横Ｈ】、【縦Ⅴ】と【モード切替】の３つのボタン
を３秒以上長押しすると、液晶画面に【ＡＵＴＯ　ＯＦＦ】と表示
 されて傾斜照射モードに入ります。

再び【横Ｈ】、【縦Ⅴ】と【モード切替】の３つのボタンを３秒以上
長押しするか、電源をＯＦＦにすると傾斜照射モードは解除されます。

リモコンの信号を本機が受信すると本機側で「ピッ」とブザー音が
鳴ります。ライン光切替とライン光照度切替が可能です。

補正範囲外の時はライン光が正確に
照射されません。照射中のライン光
を点滅させ、ブザー音でお知らせ
します。
また、液晶画面に【ＯＶＥＲ】と
点滅表示します。

整準を完了した後に本機が傾く・動く・振動が加わるなどすると再び
整準動作を開始しますが、通常の感度【ＨＩ】から低感度【ＬＯＷ】
にすると小さな振動に対して再整準時のライン点滅が抑制されます。

本機は最後に電源をＯＦＦした照射パターンと照度を記憶し、
次回電源を入れた時、その照射パターンと照度で照射します。

電源ＯＦＦの状態で、【ＯＮ／ＯＦＦ】と【モード切替】ボタンを
３秒以上長押しすると、本機のメモリーはクリアされ、ライン光照
射なし、受光器モードで電源ＯＮします。

メモリー開放時の液晶表示
（上図は全消灯、受光器モード）

【横Ｈ】と【縦Ⅴ】ボタンを同時に
３秒以上長押しすることで切替でき
ます。

通常感度【Ｈｉ】

低感度【ＬＯＷ】

使用方法（１０）使用方法（６）

使用方法（１４）

レーザー素子保護の観点から、高輝度モードにおいては最大５本ライン
までの照射に制限しています。超高輝度モードにおいては最大３本ライン
までの照射に制限しています。

受光器【Ｐ】→フラッシュ【Ｆ】→高輝度【Ｈ】→超高輝度【Ｓ】
→省エネ【Ｅ】の順にモードを切替えることができます。

各ボタンを押すごとにライン光が切替ります。

注
電源ＯＮ時は必ず【ＨＩ】
モードで立ち上がります。

注
傾斜照射モード以外では、本機を
横倒しの状態で使用しないで
ください。

ピッ

注
使用範囲：最大約１０ｍ（屋内において）
受光距離は使用・環境条件により異なります。
屋外では、使用範囲が極端に短くなります。

■バッテリ低下警告 ■傾斜照射モード ■電子整準感度切替（Ｈｉ&ＬＯＷ）

【メモリーの開放】

■メモリー機能とメモリーの開放
【メモリー機能】

■自動補正範囲外警告

■リモコン操作時の本機側ブザー音返答 ■リモコンの操作によるライン光照度切替
【モード】ボタン（押すごとに）

■リモコンの操作によるライン光切替モード ■レーザー素子保護機能
【レーザー照射可能本数の制限】

① 「フラッシュ【Ｆ】モード」でライン光を６本照射しているとき、【モード
　 切替】ボタンを押しても「ピピピ」とブザー音が鳴り「高輝度【Ｈ】モード」
　 ではなく「省エネ【Ｅ】モード」に切替ります。
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② 「高輝度【Ｈ】モード」でライン光を４本照射しているとき、【モード切替】
　 ボタンを押しても「ピピピ」とブザー音が鳴り「超高輝度【Ｓ】モード」では
　 なく「省エネ【Ｅ】モード」に切替ります。

HHI
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③ 「高輝度【Ｈ】モード」でライン光を５本照射しているとき、ライン光を
　 ６本照射させると「ピピピ」とブザー音が鳴り、自動的に「高輝度【Ｈ】
　 モード」から「省エネ【Ｅ】モード」に切替ります。
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④ 「超高輝度【Ｓ】モード」でライン光を３本照射しているとき、ライン光を
　 ４本照射させると「ピピピ」とブザー音が鳴り、自動的に「超高輝度【Ｈ】
　 モード」から「省エネ【Ｅ】モード」に切替ります。
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リモコン操作パネル



本製品は精密機械ですので、常に調整された適切な状態で維持され
なくてはなりません。機器による測定結果は使用者の責任です。
ご使用前に必ず次の手順で精度の点検をしてください。

① 約１０ｍ離れた壁の中央に、本機を
　 設置し気泡管の泡が中央にくるよう
　 調整ネジ脚で整準します（図１）。
② 壁面に水平と垂直ライン光を照射し
　 ます。水平と垂直ライン光の交点に
　 Ａをマークします（図１）。 
③ 本機を１８０°回転させ、水平と
　 垂直ライン光の交点にＢをマーク
　 します（図２）。
④ 本機をＢ側の壁にできる限り近づけ
　 て、気泡管の泡を中央にくるよう
　 調整ネジ脚で整準します（図３）。
⑤ Ｂ側の壁面に水平と垂直ライン光を
　 照射し、Ｂ点付近の交点位置に
　 Ｂ’をマークします（図３）。
⑥ 本機を１８０°回転させ、Ａ点付近
　 に水平と垂直ライン光の交点Ａ’を
 　マークします（図４）。
　 　ＡからＡ’の長さとＢからＢ’の長さ
　 を定規で測定し、それぞれＬ1とＬ２
 　とします。Ｌ１とＬ２の差が
　 １ｍｍ以内であれば許容範囲です。
 　　同様の方法で４本の水平ライン
　 すべてを点検します。
⑦ ズレが許容範囲を超えている場合は
　 調整・修理が必要ですので販売店を
　 通じて当社へご依頼ください。 

④ ズレが許容範囲を超えている場合
 　は調整・修理が必要ですので販売
　 店を通じて当社へご依頼ください。 

精度の点検（１）

① 水平ライン精度の点検（１）の
　 ⑤まで同様の手順で進めます
　 （図１）。

② 水平ライン光のみ照射します。
　 本機を水平回転させ、Ａ点付近に
　 水平ライン光の右端を合わせＣを
　 マークします（図２）。

③ 本機を水平回転させ、Ａ点付近に
　 水平ライン光の左端を合わせＤを
　 マークします（図３）。
　 ＡからＣの長さをＬ３、Ａから
　 Ｄの長さをＬ４とします。先ほど
 　測定したＢからＢ’の長さＬ２に
　 対してＬ３及びＬ４の差がそれ
　 ぞれ１ｍｍ以内であれば許容範囲
 　です。
　 　同様の方法で４本の水平ライン
　 すべてを点検します。

精度の点検（２）

鉛直点

地墨ポイント光

精度の点検（３）

鉛直点Ｅ

線幅以内　合格

Ｖ１（正面側）

Ｖ２

Ｖ３（電池ホルダ側）

Ｖ４

ご使用前に必ずお読みください
このたびはアックスブレーン電子整準墨出し器をお買い上げいただき、
誠にありがとうございます。 
●この取扱説明書を必ずお読みになり、実際に本製品を操作しながらご確認
　下さい。また本書を大切に保管して下さい。
●ご使用の前に本機ならびにすべての付属品がそろっているかご確認下さい。
●取扱説明書の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ
　ご了承下さい。
●取扱説明書の図は説明を分かりやすくするために、実際とは多少異なる
場合があります。
●製品の外観及び仕様を改善の為予告なく変更する場合があります。 

ご使用前に必ずお読みください

取扱説明書（精度点検編）

超高輝度　電子整準式
　グリーンレーザー墨出し器

ＬＶＥ-８ＳＦ
■水平ラインの点検（１）

■水平ラインの点検（２） ■鉛直点の点検

図１ 

Ａ

図４

Ａ
Ａ’Ｂ’

Ｂ

図２ 

ＡＢ

図３

Ａ
Ｂ
Ｂ’

図１

Ａ
Ｂ
Ｂ’

Ａ

Ｅ

図２

Ａ
ＣＢ’

Ｂ

図３

Ａ
Ｄ

ＣＢ’

Ｂ

① 天井が３ｍ程度の高さで、振動が
　 なくできるだけ平らな場所を選び
 　ます。
② 気泡管の泡がサークル中央にくる
　 よう調整ネジ脚で整準します。
③ 垂直ライン光が２本以上照射する　 
　 ようにライン光切替モードで設定
　 します。
④ 地墨ポイント光中央にＡをマークし
　 ます。本機を９０°ずつ水平回転さ
 　せ、それぞれＢ、Ｃ、Ｄとします。
　 ４つの点が直径２ｍｍの円内に
 　収まれば許容範囲です。
⑤ 地墨ポイント光をＡに正確に合わせ
　 この時、２本の垂直ライン光が天井
　 に交差した点を鉛直点とし、Ｅと
 　マークします。
　 本機を１８０°水平回転させた時
　 （地墨ポイント光を正確に合わせて)
 　Ｖ１とＶ３の最大のズレ量が線幅
　 以内であれば許容範囲です。
 　また、本機を９０°水平回転させ、
　 Ｖ２とＶ４側を１８０°水平回転
 　させた時の最大のズレ量が線幅以内
　 であれば許容範囲です。
⑥ ズレが許容範囲を超えている場合は
　 調整・修理が必要ですので販売店を
　 通じて当社へご依頼ください。

Ｂ

Ａ

Ｃ

Φ２ｍｍ以内　合格

90°ずつ

１０ｍ
５ｍ ５ｍ

１０ｍ
５ｍ ５ｍ

Ｄ

３ｍ

① 天井が３ｍ程度の壁にお手持ち
　 のさげ振りを天井付近に設置
　 します。

② 本機を壁面から５ｍ離して設置
　 します。

③ 気泡管の泡がサークル中央にくる
　 よう調整ネジ脚で調整します。

④ ４本の垂直ライン光が照射する
　 ようにライン光切替モードを設定
　 します。

⑤ 垂直ライン光をさげ振りの糸に
　 合わせます。

⑥ さげ振りの糸とライン光が上下
　 とも一致していれば正常です。

⑦ 本体を９０°回転させ、２本目の
　 垂直ライン光も同様に行います。
　 この点検作業を垂直ライン光４本
　  全てに行います。

⑧ 垂直ライン光が糸からズレている
　 場合は、調整・修理が必要ですの
　 で販売店を通じて当社へご依頼
　 ください。

精度の点検（４） 精度の点検（５）

① 地墨ポイントから５ｍ離れた点で検査します。約１１ｍ程度
　 の水糸を用意して出来るだけ水平な床にピンと張り、その糸
　 の中央を０点、0点から５ｍずつ離れた点をそれぞれ
 　Ａ点Ｂ点とし床にマークし水糸を外します。　

② 本機の円形気泡管の気泡がサークル中央に来るよう調整ネジ脚
　 で調整します。縦ラインをすべて照射させ地墨ポイント光を
　 ０点に正確に合わせ右側縦ラインをＡ点に正確に合わせます。
 　この時、Ｂ点と実際のライン光のズレ量をスケールで測ります。
　 ズレ量が１.５ｍｍ以下なら正常です。

③ 本機を９０°回転させて地墨ポイント光を０点に正確に合わ
　 せ背面側縦ラインを正確にＡ点に合わせます。この時、Ｂ点
　 と実際のライン光のズレ量をスケールで測ります。
　 ズレ量が１.５ｍｍ以下なら正常です。

精度の点検（６）

① 「通り芯の点検」②の状態から正面縦ラインから照射され
　 ている０点から５ｍの位置に印をつけてＣ点とします。

② 本機を９０°回転させてＡ点に照射していた右側縦ライン
　をＣ点に正確に合わせます。
　 (地墨ポイント光が０点にあることを確認してください。)

③ この時、Ｂ点と実際のライン光のズレ量をスケールで
　 測ります。ズレ量が３ｍｍ以下なら正常です。

④ 以上の要領ですべてのおおがね点検を実施します。おおが
　 ね精度が許容範囲を超えている場合は、点検・調整が必要
　 ですので販売店を通じて当社へご依頼ください。

■垂直ラインの点検 ■通り芯の点検

■おおがねの点検
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